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平成29年11月市議会教育厚生委員会資料

第151号議案長崎市の小島養生所等遺跡の完全保存に関する住民投票条例について
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2分析究理所に関する遺構の取扱い

1分析究理所跡(校舎建設地)に係る長崎市文化財審議会の審議経過

【平成 29年度第2 回長崎市文化財審議会 6月23日】

(審議結果)

ア分析究理所の敷地や範囲を示す遺構の一部である石垣(A ピンク色)に

ついて、長崎し卜島)養生所跡に関連するものと認め、遺構が残る範囲を史

跡に加え指定範囲を拡大することを決定。

拡大範囲の正確な位置・面積については、今後試掘調査の結果をもって決

定することとした。

イ石垣のうち、新校舎建設の支障となる部分については、記録保存を前提に

必要最小限の解体を行い、石材は保管したうえで、工事を進めることを決定。

0石垣(A ピンク色)

多くは埋め戻して現状保存するが、新校舎建設の支障となる部分にっいて

は、記録保存(3Dデータによる保存を含む。)を前提に必要最小限の解体

を行い、石材は保管する。

【平成 29年度第 3回長崎市文化財審議会 9月8日】

(審議結果)

ア試掘調査は可能な限り実施し、確認された遺構等については文化財審議会

に報告することとされた。

イ長崎医学校時代(明治初期)の建物の位置と敷地が確認できる図面等から、

分析究理所敷地の範囲を推測し、史跡に加えることとした。

ウ建物の礎石及び雨落ち溝(B 紫色)は、小学校校舎の建設によって取り

除く可能性があるが、 Aピンク色の石垣については、必要最小限の解体を行

うものの、多くは現状のまま保存することとした。また、史跡指定後、やむ

を得ず取り除かざるを得ない建物の遺構については、3D計測によって精度

の高い記録をとり、礎石等は保管することとした。

工史跡指定後の遺構については、破壊は適しないという意見があったことを

記録に残すこととした。

0建物の礎石及び雨落ち溝(B 紫色)

現状保存が可能な部分は埋め戻すこととするが、新校舎建設に伴い、やむを

得ず取り除かなければならない部分については、3D計測によって精度の高い

記録をとり、礎石等は保管する。

遺構に関しては、 3 Dデータをもとに適度に縮小したレプリカを作成し、体

育館に併設する予定である展示室内での展示などを含め、効果的な見せ方にっ

いて検討する。

文化財審議会の審議結果にしたがい、教育委員会臨時会で決定

(平成 29年9月12日)
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【平成 29年度第4回長崎市文化財審議会 9月28日】

(審議結果)

ア分析究理所の埋蔵されている残存遺構は、ほぼ完全に検出した。

イ追加調査により出土した遺構(C一①~④)については、保存すべき価値

がある。

ただし、遺構を取り除いて建物を建てることについては、市で判断して決

定すべき。

ウ史跡の指定範囲については、今後、遺構と文献資料によって検討し、見直

しを行う。

工環境保全の問題(道路に面する石垣の整備)について、今後、留意して事

業を行ってもらいたい。

文化財審議会の審議経過を受け、次のとおり教育委員会臨時会で決定

(平成 2 9年9月2 8日)

(教育委員会決定)

0石垣・石段(C一①~④)

平成 29年度第2回長崎市文化財審議会で示されたAピンク色の石垣と同様

の取扱いとし、 C一④赤色の石垣は埋め戻して現状保存、新校舎建設の支障と

なるその他の遺構は、記録保存(3 Dデータによる保存を含む。)を前提に取

り除き、石材は保管する。

【平成 29年度第5 回長崎市文化財審議会 10月10日】

審議会においては、分析究理所遺構の取り扱いに関する教育委員会の決定の

報告に対し、賛否の判断はせず、対応は市に委ねるとしながらも、炊のような

要望があった。

ア分析究理所に関する遺構については、後に検証できるように、 3Dデータ

を含めしっかり記録を残してほしい。

イ分析究理所の残存遺構は全体のごくわずかであり、むしろ、小島養生所跡

が重要であると考える。したがって、小島養生所跡の遺構をしっかり現状保

存してほしい。

ウ新校舎建設に伴い現状保存できない部分については、できるだけ学校敷地

内で移設保存してほしい。

工小島養生所跡の関連遺構を展示する施設については、長崎大学のメンバー

や専門家を入れるなどして十分に検討してほしい。

報告

四

小島養生所跡及ぴ関連跡の構検出状況
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②遺跡に関する国との協議経過

ア文化庁への報告・協議

報告・協議日時

報告・協議場所

平成 29年10月2日(月) 13 00~14:00

国

文化庁

市

ル而

文化庁文化財部記念物課

長崎市文化観光部文化財課

文化財課長、文化財係長(学芸員)

文化庁見解

①分析究理所の出士遺構の残り具合はよくない。

(2)遺構の取扱いについては、長崎市が判断すればいい。

(3)小島養生所跡を長崎市の史跡に指定しているので、長崎市の指定を目指

すならそれでいいのではないか。

④国の史跡に指定するには、遺構だけでなく、遺跡を象徴するような遺物

の存在も重要であるが、分析究理所でそのような遺物は出士していない。

⑤近代の国指定史跡は、遺構として当時の建物が保存されているケースが

多く、それらと比較して、今回の遺跡を国の史跡とするには保存状態は良

くない。
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イ文化庁等による現地調査

調査・協議日時

調査・協議場所

平成 29年11月23日(木)' 14 00~17

国

県

長崎大学

長崎市

文化庁文化財部記念物課から1名、専門家3名

市

学芸文化課から1名

1名

教育総務部長、施設課長、文化財課長他5名

【遺構の価値について】

・小島養生所等遺構は、日本初の西洋式近代病院であり、病棟と研究施設が

そろって近代的な価値がある。分析究理所も小島養生所と同じように考え

ていくのが妥当。

・遺構は、歴史的には十分意義があるが、遺構については部分的なものに留

まってぃる。国の史跡とするには歴史的価値と遺構の両方が残っていない

と難しく、養生所を国の史跡とするのは難しい。

【遺構の保存方法について1

・遺構は実物を残すことが重要である。学校建設との兼ね合いにおいては、

実物をどれだけ残せるかが重要。

・遺構の保存と学校建設のバランスをどうとるかは、行政と住民等との関係

の中でしか決まらない。可能なかぎりやれることはやったとどこで言える

かである。

・校舎側敷地の遺構は残り具合が悪いが、残っている部分が少ないからこそ、

逆に貴重であると感じた。学校建設とどうバランスをとるか、やれること

は全部やったと、住民に説明するのが課題である。

.いろいろな制約がある中で遺跡を残す方向として、当時を偲ぱせる部分を

セットで動かすことが必要。遺構は移動すれば価値が下がるが、,現場の位

置関係を保ったまま移設する。例えば、石垣と石段は、一緒にあることが

大事であり、どちらも取り除かざるを得ないのなら、校舎敷地のどとかに

セットで移設復元することも考えられる。また、遺構があった場所に位置
する校舎の床面などには、それが分かるような表示を行うことも考えるべ

きである。

・分析究理所建物の遣構(礎石と雨落ち溝)は、協議によるが、残せるもの

は残すこととし、取り壊さないといけない部分は移設する。残せる部分の

レプリカを作成し、移設させる遺構と接合させて、他の場所で活用するこ

とも考えられる。

00

文化庁等見解

5
、

出
席
機
関



③ 国の史跡に指定された事例(文化審議会答申)

1 平成 29年6月(全 11 件中、近代以降の遺跡 1 件)

区分

近代

以降

名称

陸軍板橋火

薬製造所跡

入の沢遺跡

瓦塚窯跡

泉坂下'跡

所在地

東京都板橋区

山野貝塚

宮城県栗原市

茨城県石岡市

茨城県常陸大

宮市

千葉県

袖ケ浦市

兵庫県佐用郡

佐用町

奈良県高市郡

明日香村

愛媛県八幡浜

市・西予市

福岡県行橋市

近世

以前

利神城跡

都塚古墳

備考

治初期の試験射撃の的や昭和初期

建てられた爆薬理学試験室等が残

八幡浜街道

笠置峠越

福原長者原

官衙遺跡

三雲・井原

遺跡

城久遺跡

2 平成 28年11月(全 10 件中、近代以降の遺跡 1 件)

備考

燐鉱石の採掘・乾燥・運搬・貯蔵・積

出に至る一連の生産施設が残る

区分

近代

以降

福岡県糸島市

名称

北大東島燐

鉱山遺跡

山王坊'跡

小笠原氏城

跡井川城

跡林城跡

高島藩主諏

訪家墓所

東町田墳墓

群

水口岡山城

跡

箸墓古墳周

濠

英彦山

鹿児島県大島

郡喜界町

陸軍板橋火薬製造所跡

爆薬理学試験室

所在地

沖縄県島尻郡

北大東村

青森県

玉所川原市

近世

以前

長野県松本市

長野県諏訪

市・茅野市

岐阜県大垣市

滋賀県甲賀市

奈良県桜井市

福岡県田川郡

添田町

0

北大東島燐鉱山遺跡

燐鉱石貯蔵庫跡
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区分 名称

小熊山古墳

・御塔山古

墳

面縄貝塚

近世

以前

3 平成 28年6月(全 12 件中、近代以降の遺跡 1 件)

所在地

区分

近代

以降

大分県杵築市

名称

長崎原爆遺

跡

白川城跡

山元遺跡

飯田古墳群

成相寺旧境

内

大山寺旧境

内

備後国府跡

鳴門板野古

墳群

伊予遍路道

仏木寺道

横峰寺道

土佐遍路道

青龍寺道

船原古墳

鹿児島県大島

郡伊仙町

所在地

長崎県長崎市

備

福島県白河市

新潟県村上市

長野県飯田市

考

近世

以前

備考

被爆校舎である旧城山国民学校校舎

など、被爆建造物等が残る。

京都府宮津市

鳥取県西伯郡

大山町

広島県府中市

徳島県鳴門市

愛媛県

宇和島市

条市

東名遺跡

高知県士佐市

福岡県古賀市

西

佐賀県佐賀市

長崎原爆遺跡

旧城山国民学校校舎



4 平成 27年11月(全 8 件中、近代以降の遺跡 2 件)

区分 名 称

荻外荘(近

衞文麿旧

宅)

所在地 備考

総理大臣を3度務めた近衞文麿の別

邸で、居住棟など当時の建物が残る。

近代

以降

東京都杉並区

旧歌棄佐藤

家漁場

明治を全盛期とした漁業経営の拠点

で和洋折衷の主屋や邸内社等が残る。

北海道寿都郡

寿都町

荻外荘(居住棟)

舘山城跡

江戸城石垣

石丁場跡

近世

以前

馬越長火塚

古墳群

鰐淵寺境内

山形県米沢市

甲立古墳

土佐藩主山

内家墓所

旧歌棄佐藤家漁場

漁場建築佐藤家(主屋)

愛知県豊橋市

島根県出雲市

広島県安芸高

田市

高知県高知市

田
県
東
岡
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5 平成 27年6月(全 6 件中、近代以降の遺跡 1 件)

所在地区分

近代

以降

名称

旧新町紡績

所

耳取遺跡
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④ 新校舎建設計画と遺構の状況
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(5)遺構現在地及び移設(案)(校舎側)

<遺構現在地>

0みどり色部分は、埋め戻し保存が見込まれる部分

0ピンク色部分は、工事により取り除かざるを得ない部分(記録保存)
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<遺構移設(案1)>

0みどり色部分は、埋め戻し保存が見込まれる部分

0ピンク色部分は、工事により取り除かざるを得ない部分(記録保存)

(移設案) を一体的に動かす。
現場の位置関係を

分析究理所跡遺構移設にかかる比較表
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<遺構移設(案2)>

0みどり色部分は、埋め戻し保存が見込まれる部分

0ピンク色部分は、工事により取り除かざるを得ない部分(記録保存)

(移設案)埋め戻しにより現状のまま保存する(みどり色部分)
ことを基本としながら、新校舎建設に支障となる部分
(ピンク色部分)は、精度の高い記録をとったうぇで移設する。
移設する部分は、埋め戻した部分の複製(青色部分)
と合わせて、元の姿を枋俤とさせるように敷地内で再現し、
保存・活用を図る。

分析究理所跡遺構移設にかかる比較表
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3 小島養生所に関する遺構の取扱い

①小島養生所跡(体育館建設地)に係る長崎市文化財審議会の審議経過

1平成 28年度第 1回長崎市文化財審議会平成 28年12月8日】

(審議結果)

・国の文化財となる可能性について、文化庁に確認を行うよう求められた。

【平成29年度第 1回長崎市文化財審議会平成 29年4月25日】

(審議結果)

日本最初の近代洋式病院及びその関連施設として、幕末に設置された養生所、

医学所及び分析究理所を含む精得館までの施設1」対する評価から、小島養生

所建物の基礎である石垣や玉砂利等の遺構が比較的良好な状態で残ってい

る体育館側敷地を、「長崎(小島)養生所跡」として、市の史跡に指定する

のが適当であると決定した。

文化財審議会の審議結果にしたがい、教育委員会5月定例会で決定

(平成 29年5月30日)

平成 29年6月5日付で長崎市の史跡に指定

②'跡に関する国との協議経

文化庁への報告・協議

報告・協議日時平成 28年12月13日(火) 16:00~17:00

報告・協議場所文化庁

文化庁文化財部記念物課

長崎県教育庁学芸文化課

長崎市教育委員会教育総務部施設課、文化観光部文化財課

出席者施設課長、文化財課文化財係長(学芸員)

(1)体育館建設予定地における遺構の残存状況がよくないこと

から、国指定史跡にはなり難い。
文化庁見解

(2)文化財として将来にわたり保護していくために、長崎市の

指定文化財とすることを検討してはどうか。

四
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小島養生所跡及び関連'跡の構検出状況
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③仁田佐古小学校新屋内運動場棟の外観イメージ(当初設計案)

1階:特別教室、長崎(小島)養生所跡展示室

2階:体育館

二の部分の屋根の形状については、今後、

長崎大学と協議を行いながら決定

゛^
゛

慶■

1卸.

^

1 毎口

展示室入口部分の外観等は今後、長

崎大学との協議のうぇ変更予定

※体育館屋根以外の、外観の色彩や外壁の仕上げかた、窓の形状にっいては、長崎大学と

協議を行いながら、決定していきたい
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④ 崎(小島)

ず"ーーー,1r'ず.ー、

、

,

生所跡顕在化の平面プラン<イメージ>

畔

^

展示ケース内・出土遺物・関係資料の展示

分析究理所遺構のレプリカ展示

1 展示スペースの展示内容(案)

●展示室面積約360r『「

・うち展示スヘース約290nt(4教室相当)

・事務室・トイレ等約70市

●展示内容(想定できるもの)

・養生所遺構の露出展示

・分析究理所'構のレプリカ

・3D計測しナ='構や写真から想像できる建物の

映像(モニター設置)、模型

・展示ケース内での出土'物展示

・養生所等の古写真、古絵図、年表など

※具体的な展示内容は長崎大学と協議

2 展示室整備にかかる経費

約2億円

(建設費、展示整備費等)
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4 仁田佐古小学校外周道路施工計画図
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5 平成29年9月市議会定例会後の長崎大学との協議経過

H29.9.12

日付

「分析窮理所、医学書を含

む養生所遺構の調査、保存、

活用についての要望書」

(長崎大学学長、医学部長

から市長へ)

文書又は協議

H29.9.29 「分析窮理所、医学書を含

む養生所遺構の調査、保存、

活用について」(文書X市長

から長崎大学学長、医学部

長へ)

①杭工事を延期し、分析窮理所遣構及ぴ解剖室推定地

の全面的な発掘調査を行うとともに、その遺跡としての

価値についての十分な検討を行う。

②既に発掘された分析窮理所遺構や解剖室推定地を

含めて、保存対応を協議する。その際、養生所遺構と同

様に見える形での現地保存・活用の可能性も検剖する。

内容等

1分析窮理所遺構及び解剖室推定地の全面的な発掘

調査及び遺跡の価値の検討

①通口調査として、分析窮理所敷地のライン及び分析

窮理所や"¥剖室、医学所に関し、遺構が残る可能性が

ある場所について、全面的な発掘調査を行い、遺構が

残る可能性が無いと思、われる場所も掘削し、その結果

地山が検出されるなど、確証が得られるまで調査を行

つ六

結果として、分析鯛晋折敷地の南側及び北側のライ

ンに残る石垣を発見し、南側敷地では、破壊された石

段の一部が出士したが、解剖室の遺構はなかった。

2 既に発掘された分析窮理所遺構や解剖室推定地を

含めた保存対応等

①分析窮理所周囲の石垣等

敷地西側の多くは埋め戻し現状保存、新校舎建設

の支障となる部分は、記録保存(3Dデータによる

保存を含む。)を前提に、必要最小限の解体を行い、

石材は保管する。

追力Π調査で発見された敷地南側及び北側のライ

ンの石垣の一部、南側敷地の石段の一部は、新校舎

建設の支障となる多くの部分を記捌呆存し、取り除

き、石材は保管する。

②分析窮理所建物に係る礎石及び雨落ち溝遺構を

現状のまま露出展示することは困難であり、現状保

存が可能な部分は埋め戻し

新校舎建設に伴い、取り除かなければならない部

分は、 3D計測によって精度の高い記録を取り、礎

石は保管する。

遺構については、レプリカを作成し、展示室内で

の展示などを含め、今後長崎大学と協議する。
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H29.9.30

日付

「小島養生所遣構に関する

長崎大学からの要望書に対

する市側の回答を受けてJ

(文書)(長崎大学学長、医

学部長から市長へ)

文書又は協議

本学としては、分析窮理所遺構保存の方針の最終決

定は長崎市の専権尊頁であり、長崎市におかれては、

文化財の価値あるいは長崎大学の要望のみならず学

校教育推進等の多様な観点から総合的に判断される

ものと理角單している。

また、養生所遺構を含め今後の遺構保存・活用に関

し、長崎大学として積極的に協力する意思に変更はな

し、

その上で下記ω②について説明を求めると同時に

大学と協力できる機会を要望

①文イ謝審議会において、分析窮理所遺構の文イ謝と

しての評価、審議内容及び結論はどのようなものであ

つたのか

②分析窮理所の現地において見える形での保存の可

能性についての検討、検討内容はどうであったのか。

3Dデータによる記録保存を中心とした保存方針を

結論するに至った経緯

H29.10.11

内容等

J

長崎大学との協議

(学長、医学部長、病院長)

H29,12.5 長崎大学長図面案の提示

①小島養生所における展

示のイメージ図

②分析究理所等を現地で

見える形での保存案(2

案)

9月30日において説明を求められた事項に対し、図

面と資料を基に説明を行った。

協議結果

①分析究理所遺構の現地において見える形での要望

②遺構の保存活用について、長崎市と長崎大学が協議

する場を今後設けることの確認

①小島養生所遺構については、全て現状保存

(埋め戻し、一部露出展示)

・展示室イメージ図

② H 月23臼の文化庁等の現地調査による意見を基

に、石垣、階段、礎石等をセットで、移設し、見える

形での保存活用

なお、校舎内においては、床面等に遺構があった場

所の表示を行う。

H29.12.5 長崎大学学長から市長への

回答

(案 1)

侠2)

遺構を全てセットで移設

残せるものは現地で埋め戻し保存し、その部
i

分は複製を作成し、取り壊さないといけない部

分と併せて移設。

住) 9月30日の大学長名の文書で示した基本的な考え

方については、現在においても変更はない。

②分析究理所等の遺構の取扱い2案については、市で

判断願いたい。
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長崎市長

田士

、

富次様

分析窮理所、.医学所を含む養生所遺構の調査、保存、活用についての要望書

養生所遺構の調査、保存、活用につきましては、平成28年2・月に長崎大学長、同医学部

長及'び県・市医師会長より、平成29年1月には長崎大学長、同医学部長よの、貴殿宛てに
要望轡を提出させていただきまじた。とくに後者においてば養生所跡地にっいては適切

に保存し世界的歴史造産(日本近代医学発祥の地)として将来にわたって活用すること、

医学所及び分析窮理所跡地にづいては追加調査のうえ新たな遺構が発見されれぱ合わせて

適切に保存いただくこと等、具体的な要望をさせていただきま.した。その後、養生所跡地

にっいてはイ保存方法,活用などに関して当方の要望を踏まえながらビ対応いただいてお

りますことにお礼申し上げます。

さて、医学所及ぴ分析窮理所跡地にっいては、このたび追跡調査.により新たに分析窮理

所遺構が発見されたことを受け、'改めて遺構保存に関ずる新たな要望書を提出させていた

だくことと・いたしました。

平成29年5月31日に遣構の追加鯛査の結果を市担当者よりご説明いただきましたが、

その時は、旧佐古小学校校舎の位置にあった「医学所」.校庭の位置にあった「分析窮理所」

にっいては試掘を行ったものの関連遺構は残っていないとの報告でありました。その後、6

月15日に医学部長ら長崎大学側関係者により市側立ち合いのもと現場視察を行った際に、
^.

分析窮理所跡についてはこれまで市側が行ってきた位置とは異なる試掘箇所を提案し了承

いただきました'この新たな試掘調査に関する市側からの詰果報告会が、先般9月5日に

長崎大学にt行われ、.学長、副学長、.病院長、医学部長ら砲対して、分祈窮理所の礎石の

部分が新たに発見されたこと、この分析窮理所跡地を市指定史跡の追加指定範囲とするこ

となどが報告されました。

しか.しながら、一方で小学校校舎建設に向けて来る10月から当該場所における杭工事が

長崎大学

学長

U

平成29年9月 i2日
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開始される予定であると聞き及んでいます。教育関連の公共士事という点で計画を急ぐ長
崎市の立場_は一定理解できるものの、長崎六学としてば、、今回の新たな造構の発見にょ.リ

これまでとは異なる・対応を今後講じる必要が生じだものと認識して胎り、以下の事項に'つ
いて要望させていただきます。

i

1)杭工事を延期じ十分析窮理所造構及ぴ解剖室推定地の全面的な発掘調査を行うととも
に、'その遺跡としての価値にっいて十分な検討を行う。

2)既に発掘された分析窮理所遺構や解剖室推定地を含めて、保存対応を協議する。その

際、'養生所遺構と同様に見える形での現地保存・活用の可能性も検討する。

以上,ご考慮賜れば、宰甚です。
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長崎大学

学長

医学部長

分析究理所、医学所を含む養生所遺構の調査、保存、.活用について

長崎(小島)養生所跡遺構の調査とその保存・'活用につきましては、これ

まで貴重なビ意見,ご要望、ご助言を賜り,、火変有難く、感謝申し上げます。

平成 29年9月12日にご要望をいただきました点につきまして、次のと謁

りお答えいたします。

1分析究.理所遺構及び解剖室推定地の全面的な発掘調査及び遺・跡の価値

の検討について

分析究理所.に関する遺構にっきましては、今年5月に行うた校舎解体工

事に伴う学芸員の立ち合いにより、西側敷地ラインに残る石垣の一部を発

見し、 7月終わりから8河末までに実施した発掘調査では、南側'に残る建

物の礎石及び雨落ち溝(制bk溝)が出土しました。

また、 9月の初旬か.ら 2 5日にかけましては、追加調査として、分析"究

理所敷地のライン及び分析究理所や解剖室、医学所に関し、遺構が残る可
能性がある場所にっいて、全面的な発掘調査を行い、併せて、とれまでの

試掘調査により、造構が残る可能'性が無いと思われる場所にっいても、さ

らに広く掘削し、掘削の結果、・地山が検出されるなど、その確証,が得られ

るまで調査しております。

この追加調査は、長崎医学校時代の寄宿舎や校務所等も対象に加え、広

範に実施いたしましたがしそれらの遺構は残っておらず、結果として、分

析究理所敷地の南側及び北側のラインに残る石垣の一部を新たに発見し、

南側の敷地内では、破壊された石段の一部が出土したものの、解剖室に関

する遺構はありませんでした。

遣構が残る校舎・グ,ラウンド側敷地の一部にっきましては、今後、市の

史跡に加えることも検討し、保存・継承を図っていきたいと考えています。

J ,,

長文財第W9号

平成 29年9月29日

長崎市長 田

、

上
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2 既に発掘された分析究理所遺構や解剖室推定地を含めた保存対応等に

ついて

発掘調査に枯い.て、解剖室に関する遺構は発見されてお'りません力叉分

析究理所に係る遺構にっいては、次のどおり取め扱う七ど'といテごじ1'す。

a)"'1分析究理所周囲の石垣等

敷地西側に連"なる石垣め多くは埋め戻して現状保存しますが、新校舎
^■

建設の支障となる部分については、記録保存(3Dデータによる保存を

含む)を前提.に、必要最小限の解体を行.い、石材は保管ずることといた
します。 、 J,.、.1

1§

また、 9、月の追加嗣査で発見さ.れた敷地南側及,び北側のラインに残る.'.1..三三、N ..一■.Ξ+.、三三..

石垣・の一部及び.南側の敷地倆で出土氾サこ石段如急.部にゅ.V>.丈・はΥ'西測の
N ■ 1

1 遺構と同様槌新校舎建殻め皮障.どなる多K.の部分を記録保存fX椙.羽デ.ー・
タ.による保存を含・む)'、・と.しX '取'り除き.ま*が、石材は保管する}こ1と'をい

たし主す。

②分析究理所建物に係る,礎石及び.雨落.ち.溝
.■'.■■三.Ξ.三三+.■三J鬼三..

造構を現状匝ま製鴛.出雇丞す箆ご霪捻.困難_汝あ汝瓢覗状徐往轤可.能な
部分は埋め戻.しますがイ新校舎建設.に伴い、・'取四、除かなければなξらない
三部分につい.てはf、8D計担収こ..よb.丈精度の高婦記録を'乞め、築.礎石等は保

、

管するこ'巴と婦オニし.ます俄'1滅難謙

":遺構に関じ'ては¥江B.D.デー均'を、鄭'1どに適度に.縮小した競.'材.り,カ.を.作成

し、体育館に併設す.る予.定で.ある.展示室内・蕪の.展示.な゛どを含め.禦・効果・的

、f'上な見せ方にうIV卜丈艇.長崎六学.ど協議さ.せ、てレδナこだき波すゞ

゛〆

24

白

、.,

1

これまでの調査でζ石.垣や建物'の'礎石等が発見さ、れ北.ことによ1り巣功i".泊て
存.在した分析究理所や・その.・敷地の正確な粒置が..判明Lξ'史跡.・どする.範囲の確

1生

定にもつながったものと考,えています、。

これ'らの・遺構の展示めあわ'方{にわき.,ま1じ丈'は,や.長崎大学1と城議の.場.を殷け、
.圏弔.■.■■■ '1 1 1Ξ

・学校教育や市民の学ぴの.錫;観光響め観覧に供す,る.こ1とが.できる展示を徐討
ゞ'しJ1造構.と学校が,併存.でき.る.よ朽、取.,'り旅且W1でまい:刃.衰す;に

な・論.゛学校建設に勺きま.:L'て捻、地域住.民の方.々警で構成す,.る統座合協議

会.で長い1寺間を.かけK協議を亘ね、.子、.ども.たあ.,の緻育環境を渚慮i醐た結果、
旧佐古小学校の場所に決定したもの塒・すゞ校舎め老朽化が進んで船めや一持

も早、ぐ子どもたちの安全安心な学校生活を送れるよう学校建設を推進する
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ことも、果たすべき重要な責務であると考えております。

教育委員会の判断をふまえ、長崎市といたしま・しては、出士した造構の精

一杯の保存に努めながら、埋蔵文化財の保護と学校建設の両立を図ってまい

りますのでご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

25



長崎市長

田上 久様

小島養生所遺構に関する長峠大学からの要望醤に対する市側の回答を受けて

小島養生所遺構の追加朗査に閥しま.しで、これまで当方の意見を踏まえながらご対応い

ただいておりますこと.に感謝申.し上げます。.1

さて、、9月.5日に開越され,ま.し.た.賦掘御査に開する市側からの結果報告会'において、、そ.れ
まで保存、恬用が協議されていた養生所北棟の遺構以外.に新たに・「分析窮理所跡」・が発見

されたことを受け、遺構保存に関する新たな要望書を.9月.'12日付で学長、医学.部長の連名
1

で提出させていただきました。

その中で、 D杭工事を延期.し、.分析窮理所造拙の全面的な発掘劃査を進め、その又化財

としての価値を適切に評価する.こと、の分析窮理所跡や既に発掘された解剖室跡を含めて
養生所造構と同様に見える形での保存の可能姓も含めた対応を協議する.こと、の2点を要
望とさせていただきました'

その後に行われまじた分析窮睡所遺構の全面的な.発掘那査にっきましては短期問に迅速

にご対応いただきましたことに感謝しております。

このたび9月即日付で市側の回答害を拝受すると同時1二教育委員会の方より朗査結果

を受けて行われました9月部日の文化財審議会による恊議を受けて出された教育委員会の

長崎大学

学長

平成29年9月30日

片條

医学部長永安

.

」宝、'●..オ冨.1デ巨.."』宮丁'て■,"叫酢

'弔.:゛、1':.." J !;,,'」,.Lιiιざ'

1,1{静〆'心子臣t'{姦1 '

1

i

決定に関しまして、その経緯と内容をご説明いただきましたが、長崎大学としましては

前回の要望内容に照らして、以下の疑問点が残りました。豹日夜には、櫑Kが「文化財

議会が、新たな遣構は残すべき価値があると判断した」と、当方への説明とは若干異オ

n 文化財審議会におい,て、分析窮理所遺構の文化財としての評価が行われた.と思い

1"'

ニュアンスで報道しておりました。

;すが、実際にはその審議内容及び結論はどのようなものであったのか。

・イ.

ユ)分祈窮理所遺構の現地において見える形での保存の可能性にっいて検討して.いたが蚤負゛式'_

%
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いたのか。その検討内容はどぅであったのか'その上で、3Dデータによる記録保存
を中心とした保存方針を結論するに至った経緯はどうであったのか。

本学としては、分析窮理所遺構保存の方針の最終決定は長崎市の専柘事項であり、長崎
市におかれましては、文化財としての価値あるいは長崎大学の要望のみならず学校教育推

進等の多様な観点九ら総合的に判断されるものと理解しております。また,養生斯遺橋を

含めて今後の遺榊保存・活用に関して、長俺大学として積極的に協力する意思に変更はあ

りません。その上で、上記疑問点に関してご説明いただくと同時に、本学関係者が'構の

保禅と活肌さらには価値の向上にご協カヲきる機会を賜れぱ幸甚です

.



日時:平成29年10月11日 18:00~19:1 @

場所:長崎大学会議室

出席者:長崎大学

学長、医学部長、病院長ほか5名計 8名

長崎市

教育長、教育総務部長、施設課長、文化観光部長、文化財課長

まちづくり部理事、建築課長ほか2名計 9名

1 協議趣旨

長崎大学との協議結果の概要

・9月30凹付、長崎大学から、「分析究理所遺構イ子の方針の最終決定は長崎市

の専権項であの、長崎市においては、文化財としての価値、あるいは長崎大学

の要望のみならず学校教育推進等の多美な観点から総合的に判断されるものと

理解している。また、養生P 遺構を含めて今後の遺構保子・活用に関して、長崎

明いただきたい。」との「小島養生所遺構に関する長崎大学からの要望書に対す

る市側の回答を受けて」の文書が長崎市長あてに提出された。

・疑問点について説明レ、理解を求めるもの。

2 主な協議内容

次の2つの疑問点について、長崎市文化財審議会における別添資料の遺構の出土

状況や図面等による説明を含む雷議経過に基づき回答した。

a)文化財審議会において、分析究理所遺構の文化財としての評価が行われたもの

と思うが、その審議内容及び結論はどのようなものであったか。

(2)分析究理所遺構の現地において見える形での保存の可能性について検討して

いただいたのか。その検討内容はどぅであったのか。その上で3Dデータによ

る記録保存を中心とした保存方針を結論するに至った経緯はどうであったの

か

3 協議結果

①分析究理所遺構の現地において見える形での保存ができないか要望があった。

②長崎大学側は、遣構の保存、活用について長崎市と長崎大学が協議する場を今

後設けることを確認した。

大学として積極的に窃力する意思に変更は恋い。そのうえで、疑問点に関して説

28



6 地域からの要望等

①仁田佐古小学校新校舎の早期建設着工に関する要望書

長崎市長田上富久様

仁田佐古小学校新校舎の早期建設着工に関する要望書

私達、仁田佐古小学校区域に住む地元自治会は、平成22年2月から平成28

年4月の旧仁田小学校の校舎を活用した仁田小学校と佐古小学校の統廃合によ

る仁田佐古小学校の開校まで、 6年間にも及ぶ長い時間を要してきました。

この間、何回もの、保護者、地域の代表者と議論を交えました。

その議論の結果は、新しく建設される小学校は、敷地の形状、校地面積等を

考え、子どもたちが、健やかに、伸ぴゃかに、また安全に学校生活を送ること

ができるのは、 3つの敷地に分かれている旧仁田小学校よりも敷地がまとまっ

ている旧佐古小学校がいいと考え、旧佐古小学校跡ということになりました。

協議においては、旧佐古小学校は、その校歌に、「医学部ありしゅかりの地」

と唄われていること、「旧佐古小学校の跡地は、医療活動の前身に関すること、

日本の医学者が集まってきた場所でもあり、そこに記念館を併設して学校を建

てることができたら、子どもたちを叱吃激励して向学意欲を高めることができ

る。」、「歴史的な重要なものも取り入れながら建設を検討してほしい'」等の意

見も議論のなかで交わされ、旧佐古小学校跡地が適地であるとの結論に至った

ものです。

このようななか、長崎市による文化財発掘調査により、旧佐古小学校の体育

館敷地においては我が国における西洋医学発祥の地とも言われる小島養生所跡

の造構や、グランド側敷地においては、分析究理所に関する遺構等が新たに発

見されております。

私たち懇話会としましては、遺構の価値があれば、残せるものはしっかり残

していただくとともに、市民が見てわかるような展示、.西洋医学発祥の地で学

ぶという意義を子どもたちが理解できるような展示をしていただくなど、子ど

もたちが夢を持って学べるよう遺構と学校の共存共栄を検討しつつ、予定どお

り学校建設を進めてほしいと願っております。

小島養生所等の遺構については、地域にとりましても重要な造構であると考

えておりますが、一方で現在の仁田佐古小学校は老朽化に加え、耐震化工事も

施していないことから、子どもたちが一日も早く安金安心な学校生活が送れる

よう教育環境の整備を進めていただく必要があります。

当初の新校舎の開校は、教育委員会からの説明によれば、平成31年4月を予

定しておりましたが、文化財発掘の関係などの理由により9か月遅れの平成詑

年1月の3学期開校を目指すとの説明があっております。せめて6年生が新し

'

い校舎で卒業式を迎えられますよう、早急な新校舎建設の着手にっいて特段の。、
ご配慮を賜りますようよろしくお願い申し上げます。、翫員示商途.
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平成29年/P月ユ、日

'.

仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会会長パ、

大浦中学校区青少年育成協議会会長山口司 r、捗

曾
仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員

佐古地区連合自治会会長 1.U口広助

ーー始馳淵醜都訟類*..*"1仁田地区連合自治会会長西川和人1と二鄭1セ
仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員

.塑1
〒誇1仁田地区連合自治会副会長柿田修也

仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員

惜割駆齢"絵飯林イ嘔元
仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委月ノゞす
十善寺地区連合自治会副会長山下力゛兜智

ーーーーW
、i'、、、1弓、、.^;TI

1.ー. J゛ι、、冒 1..1゛ E

ン

.

、

仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員心鄭

館内町東部自治会会長河原廣行、f繁

仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員バ1入
館内町西部自治会会長小嶺重徳く浅ノ

仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員f妾1^
〔';さ串,

西小島中之助蜜治会会長崇秀明 'ロニ
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仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員〆〔

西小島上の切自治会会長杉本信气ノ1戸、、
仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員{

:ンー)(.ユエユエ'、:1干;/S、.

仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員

会長上田宏次くE、,稲田町3の組自治会

会、'(、詞
仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員.゛、
仁田佐古小学校PTA 会長馬渡奈々力譜"

佃姑畔"始艇謁醜鰹絵ず●放課後児童クラブ「さくらんぽクラブ」事務局稲田純円'通.

゛
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仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会委員_.

放課後児童クラブ「さくらんぽクラプ」支援員白川加奈美11ヲ
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(2) 仁田佐古小学校新校舎建設に係る仁田佐古小学校PTAによるアンケート結果

平成29午10月5日

PTA会員様

長崎市立仁田佐古小学校

PTA会長馬渡奈々

日頃よりPTA活動にビ協力いただき誠にありがとうございま司、。

さて、仁田佐古小学校は現在、旧仁田小学校の施設を仮校舎として使用し、旧佐古小学校跡地に

新校舎を建殷する予定でありますが、先日より旧佐古小跡地にて小島養生所等の遺構の一部が発

見され、市民団体などから保存を求める声も上がってきています。

つきましては、いま現在、そして今後も子どもたちを学校へ通わせる保護者のみなさまへ、校

舎建設にかかる事案にっきましてのご意見をお聞きしたいと考えております。これまでの「校舎

等建設計画地域懇話分」の経緯にっいては、別紙に記載しておりますのでご参照ください。

お忙しいところ申し訳ありませんが、 10月11日(水)までに全^を松願いいたしま
す。

※下の回答欄にご記入いただき、切り取り後、とのプリントが入っていた封筒に入れて

担任に提出ください。

0%

アンケートのお願い

~仁田佐古小学校新校舎建設について~

10月11日

どちらかに0をお願いします。

()計画どおり、新校舎と造構を併存したかたちで、旧佐古小跡地への新校舎建設

を進めてほしい。

)計画を見直じ、旧.佐古小で発見された遺構を保存してほしい。

)わからない

()年()組児童氏名

水しめきり

2世帯

き り と り

※上の浦子様の学級へ提出してください。

(全校集託分)

世

2

仁田佐古小学校新校舎建設にかかるアンケート結果

数

2 32

割

提出数

保護者(会員)氏瑞

202

計画通り建設

87 1%

1 57

計画の見直し

フフ フ%

分からない

14

6

32

9%

29

未記入

14 4.%

※全世帯数

2

3

帯

合

(
(



第6回長崎市立仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会の主な内容

去る9月29日(金) 19時から、仁田佐古地区δ、れあいセンターにおいて、「第6回長崎市立仁田佐

古小学校校舎等建設計画地域懇話会」が開催されました。

議題

仁田佐古小学枝校舎等建設事業の進捗状況について

2 議会陳情に対する市の見解の概要について

9月議会に「長崎の自然と文化を守る会」ほか2団体から養生所・医学校等遺跡の保全と活用に関

する陳情が提出された。

陳惰に対する市の見解については次のとおり。

(1)校舎の建設

佐古小学校及び仁田小学校の新設統合による新校舎の場所の決定については、地元協議の中で、

「旧佐古小学校の跡地は、医療活動の前身の活動を行ってきた場所であり、そこに学校を建てる

ことで、子どもたちの向学意欲を高めることができる」とのご意見をいただくとともに、敷地の

状況等から適地は旧佐古小学校跡地と決定した。

地元住民と長い時間をかけて協議を重ね、地域や保護者からは、子どもたちの安全安心な学校生

活が送れるよう1日も早い新校舎建設が求められている。
叱

(2)養生所遺構(旧佐古小学校の体育館側敷地から出土)

遺構の展示のあり方にっいて、長崎大学と協議の場を設け、学校教育や市民の学びの場、観光客

の観覧に供することができる展示を検討し、遺構と学校が併存できるよう取り組んでいく。

(3)文化財保護の取り組み

旧佐古小学校の体育館敷地を文化財保護法に基づく周知の埋蔵文化財包蔵地とするとともに、出

土した遺構については、長崎市の史跡に指定している。

(4)医学所、分析究理所(旧佐古小学校の校舎側敷地から出土)

調査により出士した分析究理所周囲の石垣の基礎部分や、分析究理所に係る礎石などの遺構につ

いては、やむを得ず取り除かなけれぱならない遺構は、 3D計測によって精度の高い記録をとり、

礎石等ぱ保管する。

(5)国の史跡指定等

文化庁などと協議してきた経過等をδ、まえると、国の史跡指定や世界遺産登録は困難であると判

断しており、市の史跡として、適切な方法により保存・継承を図っていきたい。

33

3 協議結果

懇話会会長から「遺跡の価値は理解しているが、学校建設が遅れれぱ、子どもたちに影響が出る。

懇話会として、計画通り学校建設を推進したい。」との提案があった。一部の委員からは、「歴史的

な価値を考えれぱ遺構は残すべき」との意見はあったものの、懇話会の総意としては、遺構はでき

る限り保存したうえで新校舎と併存し、早期の学校建設を推進してほしいとのことであった。

懇話会として、早期の学校建設を求める要望書を長崎市及び市議会に提出することを決定した。

(※ 1 0月2日付で要望書提出済。裏面参照)



7 その他団体からの要望等(参考資料添付)
日付

H29.2.3 長崎市小島養生所跡・

医学校跡の調査と保

存に関tる要望書

文書名

九州考古学会会長

小池史哲

要望者

1,遺構について、少なくとも学都伯勺価値

が確定するまで現状保存すること。

2.国や県などの文化的関係部局の指導を

仰ぎ、調査に当たっては指導委員会等を設

置しf具体的な保存計画を策定すること。

3.関連遺構を含めた施設の全体像を明ら

かにし、調査過程で説明会を開催して成果

を公表すること。

4.小島養生所跡・医学跡を適切に保存し、

整備、公開、活用を図ること。

(回答:3月8日)

1.周知の埋蔵文化財包蔵地である「小島

養生所跡」については、遺構に影響がない

形で適切な保存を行う。

医学所、分析究理所等跡地については、

遺跡は残存していない可能性が高いと判

断している。

ただし、既存校舎解体時および新校舎

建設時の工事施工部分については、学芸

員の立会いのもと、慎重な掘削を行う予

定である。

2.小島養生所跡関連遺構の価値につい

ては、保護措置として、より規制が厳しい

市指定文化財を目指すこととする。

3.「小島養生所跡」の発掘調査結果につ

いては、調査の終了後、埋蔵文化財発掘調

査報告書として刊行し、一般に公開する。

4.保存については、体育館建設地におい

て「養生所遺構」の一部について露出展示

を行い、その他の遺構は、埋戻し保存を行

つたうえで、遺構に影響がない形で学校

建設を進める。

活用については、'遺構と学校との併存

を図る中で、学校教育や市民の学ぴの場、

観光客の観覧に供することができる展示

を検討する。

要望内容等とその回答

H29.2.14 長崎市小島の養生所ノ

(長1昭"戻学佼の遺跡

の訓査と保存と活用

養生所を肴える会

代表池知和恭

・上位則問又は文化庁による正式な指導・

助言のもとでの調査と保存計画の推進

・'市の文化財審議会、考古学や建築学、近
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日付

に関する要望書

文書名

H29.2.19 長崎市旧佐古小学校

校地の養生所遺跡群

の調査と保存に関す

る要望書

要望者

日本医史学会理事長

小曽戸洋

洋学史学会会長

沓澤宣賢

代医学史などの複数の専問化を招いて組

織する調査指導委員会の設置

・調査指導委員会のもとでの調査と保存

計画の推進

(回答:3月8日)

2月20日分と併せて回答

要望内容等とその回答

・校舎と体育館の解体工事を中止し、

専門家による調査指導委員会を立ち

上げ、その指導の下での調査解明

・体育館や校舎を建てずに全て残してい

ただくこと。

・文化庁の指導を仰ぎ、養生所等の全体像

を調査し、総合評価し、史跡指定の申請を

文部科学大臣にしていただくこと。

・遺構群の保存と活朋のあり方について、

専門家による委員会を殻け、市民に公開し

ながら検言q司、'ること。

(回答:3月15日)

・小島養生所跡については、周知の埋蔵文
一

化財包蔵地として、遺構に影響がない形

で適切な保存を行う。

・医学所、分析究理所等跡地については、

遺跡は残存していない可能性が高いと判

断している。

ただし、既存校舎解体時および新校舎

建設時の工事施工部分については、学芸

員の立会いのもと、慎重な掘削を行う予

定である。

・工事の影響が及ぶ敷地周囲の石垣につ

いても、調査を行う。

・小島養生所跡関連遺構の価値について

は、保護措置として、より規制が厳しい市

指定文化財を目指すこととしている。

・保存については、体育館建設地において

「養生所遣構」の一部について露出展示

を行い、その他の遺構は、埋戻し保存を行

つたうぇで、遺構に影響がない形で学校

建設を進める。

・活用については、遺構と学中交との併存を

図る中で、学校教育や市民の学びの場、観

ノ
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日付

H29.2.20

文書洛

長崎市小島の養生所/

(長崎)医学校の遺跡

の士壌汚染に関わる

見解と要望について

要望者

養生所を考える会

代表池知和恭

光客の観覧に供することができる展示を

検討する。

要望内奔等とその回答

・関係地域の士壌の汚染に対寸る原状圓

復に向け、関連事業について適切で速やか

な対策の要望

(回答(2月14日分も含む):3月8日)

・小島養生所跡については、周知の埋蔵文

化財包蔵地として、遺構に影響がない形

で適切な保存を行う。

・医学所、分析究理所等跡地については、

遺跡は残存していない可能性が高いと判

断している。

ただし、既存校舎解体時および新校舎

建設時の工事施工部分については、学芸

員の立会いのもと、慎重な掘削を行う予

定である。

・工事の影饗が及ぷ敷地周囲の石垣につ

いても、調査を行う。

・小島養生所跡関連遺構の価値について

は、保護措置として、より規制が厳しい市

指定文化財を目指すこととしている。

・保存については、体育館建設地において

「養生所遺構」の一部について露出展示

を行い、その他の遺構は、埋戻し保存を行

つたうぇで、遺構に影響がない形で学校

建設を進める。

・活用については、遺構と学校との併存を

図る中で、学校教育や市民の学ぴの場、観

光客の観覧に供することができる展示を

検討する。

・土壌汚染の調査については、法的な調査

義務はないが、地元住民との協議会にお

いて、土壌汚染を危倶するご意見をいた

だいたので、どのような調査ができるの

か、専門家の意見を聞いて検討したい。

、

H29.フ.12 養生所・長崎医学校等

遺跡の保全に開する

公開質n打

長崎の自然と文化を

守る会

会長峨島和夫

1.養生所・長崎医学校等遺跡の歴史的価

値の認識について

2,統合した小学校を養生所・長崎医学校

等遺跡のある洞佐古小学校に建設するこ

との合理性について
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日付 文書名 要望者

3.養生所・長崎医学校等遺跡の全面保存

と復元などの利用可能性について

(回答:7月28日)

1.小島養生所跡関連遺構の価値につい

ては、保護措置として、より規制が厳しい

市指定文化財を目指すこととし、6月5日

付けで「長崎(小島)養生所跡」として長

崎市の史跡に指定している。

・医学所や分析窮理所があったと推定さ

れる旧校舎部分については、旧校舎の解

体に伴う掘削時に学芸員による立ち合い

を行ったところ、建物等の遺構ではない

が、周囲の石垣の基礎部分が一部発見さ

れたため、その範囲も市の史跡に加え、指

定範囲を拡大するなど、長崎市文化財審

議会のご意見も踏まえて対応することと

している。

2.新校舎の位置につきましては、子ども

たちの教育環境を考慮し、 3つの敷地に

分割されている旧仁田小学校よりも敷地

がまとまっている旧佐古小学校跡地が円

滑な学校運営ができるとして、適地は旧

佐古小跡地と決定した。

このような結論に至るまでには、地元

の皆様方と6年間にも及ぶ長い時間をか

けて協議を重ねてきたものであり、地域

や保護者の皆様からは、校舎の老朽化が

進んでいるため、一日も早い新校舎建設

が求められている。

3.学校建設にあたっては、体育館建設地

において「養生所遺構」の一部を露出展示

し、その他の遺構は埋め戻し保存を行う

こととしており、遺構展示のあり方につ

いては長崎大学と十分協議を行い、学校

教育や市民の学びの場、また、観光客の観

覧に供する場として、遺構と学校が併存

できるようにしたい。

長崎(小島)養生所の遺構については、

長崎大学と連携し、効果的な展示方法等

について検討していく。

要望内容等とその回答
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日付

H29.8.16 養生所・長崎医学校等

遺跡の保全と活用に

関する要請

文書名

長崎の自然と文化を

守る会

会長鮫島和夫

要望者

'

1.緊急の要諸

1.旧佐古小学校跡地の敷地全体の学術調

査と適宜に市民へ公開すること。

2.早急、に地元説明会を開催し、史跡の重

要隆と.小学校建設を仁田小跡地へ変更す

る合意を図ること。

3.佐古小跡地建設の前提条件とされる道

路拡幅や外周道路建設作業を中止するこ

と。

Ⅱ.活用方向の要請

養生所等遺跡の敷地全体の文化財指定

と保全、建物等を施設整備の時期に配慮

し、復元を図ること。

(回答:8月30日)

1 -1

・旧体育館敷地における調査状況につい

ては、佐古小学校・仁田小学校糸漉合検討

協議会による現地見学会を開催し、視察

していただいた。

・この旧体育館敷地の範囲については、長

崎市の史跡に指定しているところであ

る。

・現地では、旧校舎周辺及ぴ旧グラウンド

敷地を含め、工事の進捗に伴う立会いや

発掘調査を実施しているが、それらの成

果については、長崎市文化財審議会や長

崎市議会、また、地域の皆様にも、機会を

捉えて報告したい。

1-2

・新校舎の位置につきましては、子どもた

ちの教育環境を考慮し、 3つの敷地に分

割されている旧仁田小学校よりも敷地が

まとまっている旧佐古小学校跡地が円滑

な学校運営ができるとして、適地は旧佐

古小跡地と決定した。

・このような結論に至るまでには、地元の

皆様方と6年間にも及ぷ長い時間をかけ

て協議を重ねてきたものであり、地域や

保護者の皆様からは、校舎の老朽化が進

んでいるため、一日も早い新校舎建設が

要望内容等と,その回答
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日付 文書名 要望者

求められている。

1-3

・旧佐古小学校の外周道路の整備につき

ましては、学校の建て替えを契機に地域

の防災性の向上や地域のまちづくりの観

点から、学校用地を活用し、緊急車両等が

通行できる周回道路を整備していきた

い。

・仁田佐古間の道路につきましては、仁田

中央公園側に拡幅し、幅員6.励'nの道路を

計画しており、用地買収が完了したとこ

ろから順次道路拡幅を行い、工事車両等

の通行に活用していきたい。

Ⅱ.旧体育館敷地の範囲を市の史跡に指

定する一方で、旧校舎や旧グラウンドを

含む敷地全体について、周知の埋蔵文化

財包蔵地として遺跡地図に登載し、開発

等に際して発掘調査を行うな.ど、その保

護に努めている。

学校建設にあたっては、体育館建設地

において遺構の一部を露出展示すること

としており、展示のあり方については長

崎大学と十分協議し、学校教育や市民の

学びの場、また、観光客の観覧に供する場

として、遺構と学校が併存できるように

したい。

長崎(小島)養生所の遺構については、

長崎大学との連携のもと、当時の状況を

イメージできる効果的な展示を目指す。

要望内容等とその回答

H299.15 養生所・長崎医学校等

遺跡の保全と旧佐古

小学校跡地への学校

建設の中止を求める

緊急要請

長崎の自然と文化を

守る会

会長鮫島和夫

養生所・医学所・分析

窮理所遺跡の保存を

求める佐古・仁仕1地

区有志の会

代表高橋正行

養生所を汚える会

代表池知和恭

・旧佐古小学校跡地への仁田佐古小学佼

建設工事及び外周道路拡幅工事の中止

・養生所・医学所・分析窮理所等の遺跡全

体の学術朋査を実施し、.市民に遺跡の全貌

を明らかにすること。

住民との恊議のやり直し

・教育喋境の早期整備という住民の要求

は、旧仁田小学佼跡地等への校舎建設で応

えること。

遺跡の破壊がなく、早期に対応できる。

(回答:9月13日に同団体からの陳情に
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臼付

1-129,9.27

文書名

市政に対する繁急申

し入れ

要望者

くらしと地城を考え

る長崎市民の会

代表委員吉田省

対し市の見解を述べている)

小島養生所等遺跡の全面調査と保全に転

換すること

①遺跡全体の学術調査の実施、市民に遺跡

の全貌を明らかにし公開すること

②旧佐古小学校への仁田佐古小学校建設

工事及び外周道路拡幅工事を直ちに中止

し、これ以上の遺跡の破壊をやめること

③19器年旧法による申請時の「西洋医学

発祥地遺跡」、幕末から明治にかけての遺
、

跡の全体を一体的に調査し保存すること

④原点にもどって住民との協議をやり直

すこと

⑤教育環境の早期整備という住民の要求

には、旧仁田小学校助地等への校舎建設で

応えること

⑥「周知の埋蔵文化財包蔵地」の指定の範

囲を旧体育館敷地から、分析窮理所等の遺

構が発見された旧佐古小学校跡地全体に

拡大すること

⑦埋蔵文化財専門職員を増やすなどによ

り長崎市の埋蔵文化財保護行政の水準を

引き上げること。

⑧小島養生所等遺跡の完全保存は、日欄友

好のために重要と老える。

(回答:10月27日)

①全面的な発掘調査を行った。その調査

結果については、今後、機会を捉えて公開

しナこい。

②、④、⑤

・新校舎の位置については、子どもたちの

教育環境を考慮し、 3つの敷地に分割さ

れている旧仁田小学校よりも敷地がまと

まっている旧佐古小学校跡地が円滑な学

校運営ができるとして、適地は旧佐古小

跡地と決定した。

・このような結論に至るまでには、地元の

皆様方と6年間にも及ぶ長い時間をかけ

て協議を重ねてきたものであり、地域や

保護者の皆様からは、校舎の老朽化が進

.

要望内容等とその回答
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日付 文書名 要望者

んでおり、耐震化工事も施していないこ

とから、子どもたちの安全安心な学校生

活を送れるよう、一日も早い新校舎建設

が求められている。

・外周道路の整備につきましては、学キ支の

建て替えを契機に地域の防災性の向上や

地域のまちづくりの観点から、・学校用地

を活用し、緊急車両等が通行できる周回

道路を整備していきたい。

・文化財保護と学校建設を教育行政とし

て両立させるためにも、出土した遺構は

精一杯の保存に努めてまいりたい。

③平成29年9月末までに小島養生所跡を

はじめ、遺跡全体を一体的に調査したと

ころであり、保存の方法につぃては現在

検討中である。

⑥長崎市の史跡指定の範囲拡大について

は、長崎市文化財審議会の意見を踏まえ、

今後、遺構と文献資料によって検討する

こととしている。周知の埋蔵文化財包蔵

地の範囲については、すでに平成29年7

月に旧佐古小学校跡地全体に拡大してい

る。

⑦現在、文化財課に所属する4名の学芸

員が埋蔵文化財発掘調査等の業務に携わ

つており、今後も人材育成や採用などの

対応を適時・適切に行い、必要な体制を確

保する。

⑧小島養生所等遺跡の保全に対する長崎

市の考えは先にお示ししたとおり"であ

る。

今回の姉妹都市提携を機に、多くの皆様

が紡いできたライデン市との友好及ぴ交

流関係を一層深めることに努めるととも

に、日蘭両国の親善に貢献していきたい。

要望内容等とその回答

ノ

H29.10.25 分祈窮理所過構の謡

査、保存、活用につい

ての要望書

長崎大学薬学部長

黒田直敬

長崎大学薬学部同窓

会長山中國峰

・分析窮理所遺構の現地における見える

形での保存・全面的な調査の要望

・分析窮理所及び小島養生所に係わった

功績者に関する当時の写真や遺構の資料

を展示する資料館を現地に建設するなど
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日付 文書名

H29.12.1 長崎市分析究理所の

保存に関する要望書

H29.12.4

要望者

長崎市旧佐古小学校

地の養生所遺助、群の

朋査と保存に関する

要望書

H29.128

九州考古学会会長

小池史哲

活用し、長崎が近代の自然科学・薬学や医

学の発展に果たした役割やそれに対する

オランダの貢献と感謝の意を国内外に発

信してほしい。

(現時点では回答していない)

要望内容等とその回答

養生所等遺跡の完全

保存についての要望

書

日本薬史学会

会長折原裕

・西側石垣、建物礎石等、石段及び敷地冶

垣の保存を要望する。
゛

・遺構残存地区を劫Π指定して、遺跡全体

の恒久的な保存を実現すること。

(現時点では回答していない)

学校法人順天堂

理事長小川秀興

順天堂大学学長

新井一

順天堂大学医学部長

代田浩之

日本医史学会前理事

長

酒井シヅ

臼本医史学会理事長

坂井建雄

・養生所・医学所・分析究理所等遺跡の完

全保存と小学校建設に際し、ぐ旧佐古小学

校助辻也ではなく、別の場所でぬ建設の検討

(現時点では回答していない)

H29,12.12

・近代西洋医学発祥の地である養生所・疾

学所・分析究理所・長崎医学校等遺跡(養

生所等遺跡)の完全保存

・1日佐古小学校への仁田佐古小学校建設

工事及び外周道路拡幅工事の中止し、長崎

医学校時代の石垣の完全保存並びに解体

された石垣の原状回復

・養生所等遺跡の価値評価に適切な専門

家からなる調査委員会の指導による十分

な認査

・養生所等遺跡の調査終了後、医療関係者

の意見も聴取し、同遺跡の保存と適釖な活

用

(現時点では回答していない)

養生所等遺跡の完全

保存について要望書

U

日本医師会長

横倉義武

長崎県医師会長

蒔本恭

長崎大学医学部長

永安武

・近代西洋医学発祥の地である養生所・医

学所・分析究理所・長崎医学校等遺跡(養

生所等遺跡)の完全保行

・養生所等遺跡の完全保存に影響のある

工事の見直し

・養生所等遺跡の価値評価に適切な日本

国内やオランダの各分野の専門家からな

る調査委員会の指導による十分な調査

・養生所等遺跡の調査終了後、医療関係者

の意見も聴取し、同遺鋤ψX呆存と適切な活

用

(現時点では回答していない)



8 長崎市の不実記載文害の回覧要請に抗議し撤回を求める文書等

2017年 U 月6日

長.崎市長田上富久様

長崎市の不実記載文書の回覧要請に抗議し撤回を求める

養生所等遣跡の完金保存を実現する市民の会"...、ニ゛よ'凡"'、:、、

代表世話人

高橋正行(元佐古小学校育友会会長)
鮫島和夫(元長崎総合科学大学教授)"^,ー、1..ー、.●'.◆一.◆' E.■....ー+. J゛.^

相川忠臣(長崎大学名誉教授)、1'》、り工,"玉1'ノ,1J'
連絡先:畏崎市篭町2-35 高橋正行▼へ_ノ
電話:095-822-8757

心

長崎市は、「仁田佐古小学校区の皆様」を宛先とし、「回覧長崎市立仁田佐古小学校校舎等
建設計画にっいて(謁知らせ)ル題する書面(以下、回覧)を、仁田佐古小学校区の自治会長に送
付し住民に回覧するよう求めている。回覧は、長崎市教育委員会施設課長を含む課長枯よび室
長6名の連名で発出されている。

回覧の内容が、9月29日に開催された長崎市立仁田佐古小学校校舎建設計画地域懇話会
(以下、懇話会)の審議の概要を住民に告知するものであるにもかかわらず、回覧の作成者が、懇
話会の会長ではなく長崎市であることに対して、また回覧内容が事実と反することに対して、回覧
の要請を受けた自冶会長の間で困惑が広がっている。
当会はこの問題を重視し、Π月2日に開催した世話人会で回覧の性格船よび内容を検討した。
以下の結論を得たので問題点を指摘するととも長崎市に対して抗議し回覧の撤回を求める。

回覧には、謁よそ以下のような事実と異なる記載および必要な説明事項の欠落がある。

1.住民の代表組織の梛議を、住民代表に代わって住民に告知する資格は長崎市にはない
回覧は、9見 29日に開催された懇話会の協議の結果を、'行政にとって都合のよいように改寛し
化言って悪けれぱ、要約し)、長崎市の6つの課・室の長が連名により権威をっけ公文書として住
民に周知させるものであり、行政が推進したいと考える施策を、住民代表による懇話会という住民
代表の名を蛎って宣伝するものである。今回の回覧要請について、自治会は行政の下諸機関で
はないという批判が自冶会長の間から出ているのは当然のことであろう。回覧の連右の発出者が
職位だけを記載し無記名であるととは、公文書としては異常であり怪文書の類というべきである。

2.「早期の学校建設を推進してほしい」は、懇話会の総意ではない
回覧記載の「懇話会の総意としては、早期の学校建設を推進してほしいとのことであった」は事
実に反してぃる。総意とは、文字ど郭川すべての者の意見」である。9月30日付長崎新闇が伝え
る9月29日の懇話会の協議は、「委員は拍手で了承したが、一部委員は『歴史的な価値を考え
れば遺構は残すべき。(推進は)全会一致ではない』と反対した。」である。

3.文化財審議会は、分析究理所遺構等を「残すべき価値があるル答申している(9月28 田
回覧の主たるa的のひとっは、分析究理所を含む養生所等造構の価値を過小評価する見解を
あたかも専門家の意見であるがごとく住民に印象づけることである。回覧は、「医学そのものにつ
いて直接的にあるいはそれを証明tるダイレクトの資制・とは若干離れた資料1とかはほど珍しいも
のではない」という遺構に対する低い評価だけを紹介している。懇話会は9月29日に閉イ崔された。
その前日の9月28日北は、文化財審議会の審誕が行われ、審議会は、分析究理所の調査結果
を基に議論し「残すべき価値が訥る」とその評価を変化させた。それにもかかわらず、回覧の記述
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は、9月 H 日の市議会での文化財審議会会長の従前の見解だけを別用し、最新の審議会の議
論は説明されていない。たとえ懇話会の前日の審議会の議論であっても、回覧の連名の2番目に
文化財課長が記されているのであるからこの事実を知らないはずはないだろう。

4.杭工事の契約議案を継続密査とした理由として長崎大学との協議にふれてぃない
9岡議会が杭工事契約議案を継続審査とした理由は、回覧が掲げる敷地全体の調査の結果を
待つことのほか、長崎大学との協議がある。

5.外周道路計画において、工事の前提である境界確定の手続が欠落してぃる
道路工事をすすめる場合、道路幅の境界を確定することが必須である。長崎市の作成になる工
程表に羚いても道路の拡幅が前提にな0ているにも関わらず、実際の拡幅は、学校建設,後に行
われることとなる。市民の反対にもかかわらず強行されている外周道路の拡張においては、境界
確定が行われていない。市民が実施する工事において長崎市は境界確定を厳しく求める一方、
行政が主体となる工事に船いては境界確定は不要であるという二重の基準をっくることとなる。

6.旧仁田小学校の跡地活用の説明は、住民の意見を聞かず一方的である
旧仁田小学校の跡地活用について回覧は、「地元からの要望もふまえながら、計画してほしいと
の意見がだされた」と要約する。しかし回覧が、主な協議内容として記してぃるのは、資産経営室、
みどりの課、道路建設課の{方的で、勝手な計面や検討事項であり、それらは、とれから市議会
での審議、都市計画決定などの手続を必要とするものである。それにもかかわらず、旧仁田小学
校の跡地活用について長々と説明することは、それによって、住民売、「そこまで決まっているの
であれば、反対の意見を言っても仕方がないル思わせ、旧佐古小学校の跡地に新小学校を建
設することに反対する意見を無力化し、条例制定請求署瑠運動に水をさすことがねらいである。

結論的に言うと、長崎市が作成し自治会に回覧を要請をした書面は、貴重な遺跡の上に小学校
を早期に建設することが住民の総意であるということ、専門家が、養生所等造跡は「さほど珍しいも
のではない」等の評価をしているという二っの誤った印象を住民に与えるととを目的としてぃる。そ
れは、当会がW月23日から開始した養生所保全に関する住民投票条例制定需求署名を妨害
することつながるものであ乱条例制定請求署名の妨害について定める地方自治法第74.条の4
第2号ば、「偽計詐術等不正の方法をもって署名の自由を妨害」することを「四年以下の懲役若
しくは禁鈿又は百万円以下の罰金」をもって禁じている。当会は、地方冑治法第74条にもとづく
正当な条例制定諸求の署名運動に対する長崎市の妨害・介入に厳重に抗議し、撤回を要求する。

回覧の撤回の申し入れにたいする長崎市の回答をU月10日までに求める。
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仁田佐古小学校区の皆様

長崎市教育委員会施設課長

文化観光部文化財課長

まちづくの部建築課長

理財部資産経営室長

土木部土木企画課長

中央総合事務所地域整備2課長

(公印省略)

長崎市立仁田佐古小学校校舎等建設計画について(お知らせ)

仲秋の候、皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜ぴ申し上げます。

日頃から、仁田佐古小学校の学校運営につきまして、ご支援とご協力を賜り心から感謝申

し上げます。

去る9月29日(金)19時から、仁田佐古地区ふれあいセンターにおいて、「第6回長崎

市立仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会」が開催されまレた。

会議に先立ち、18時から新校舎建設予定地(旧佐古小学校校舎側敷地)において、文化財

発掘調査の状況確認のため現地視察が行われました。

会議の主な概要は次のとおのです。

^言義呈亘

1 仁田佐古小学校校舎等建設事業の進捗状況について

2 旧仁田小学校の跡地活用について

●協議結果

1 仁田佐古小学校校舎等建設事業の進捗状況について

・懇話会会長から「遺跡の価値は理解しているが、学校建設が遅れれぱ、子どもたちに

影響が出る。懇話会として、計画通り学校建設を推進レたい。」との提案があった。

部の委員からは、「歴史的尿価値を考えれぱ遺構は残すべき。」との意見はあったもの

の、懇話会の総意としては、早期の学校建設を推進してほしいとのことであった。

・懇話会として、早期の学校建設を求める要望書を長崎市及び市議会に提出することを

決定した。

回

平成29年10月
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2 旧仁田小学校の跡地活用について

・旧仁田小学校の跡地活用については、地冗からの要望もふ薮えながら、計画して欲し

いとの意見が出された。

●主な協議内容

1 仁田佐古小学校校舎等建設事業の進捗状況について

(1)学校建設における旧佐古小学校校舎側敷地・(分析究理所)の遺構等について

ア)文化財調査の状況報告

・平成29年5月に西倶悟匁也に石垣の一部を、 7月終わりから8月末までに実施し

た発掘調査では、南側に残る建物の礎石及び雨落ち溝 G非水溝)'が出土した。

9月の追加調査では、敷地南側及ぴ北側の石垣の一部を発見し、南側の敷地内で

は、石段の一部が出土した。

イ) 9月議会における分析究理所の遺構等に関する文化財審議会会長の見解等

・医学そのものについて直接的にあるいはそれを証明するダイレクトの資料とは若

干離れた資料。分析究理所があったということを示すための資料。

・これを完全に記録だけを取るのでは恋く、審議会委員の意見としては、レプリカ

をつくる恋ど、どこかに移築、もしくは保存するというよう恋形をやっていいの

ではないか。

・「建物の礎石及ぴ雨落ち溝については、現状保存が可能な部分は埋め戻すこととす

るが、新校舎建設に伴い、やむを得ず取の除かなければ恋ら恋い部分については、

3D計測によって精度の高い記録をとの、礎石等は保管する。」という事務局案に

ついては、やむをえないだろうという形での結論に達している。

・出島との比較等について、発見されたということは歴史的にはすぱらしいことだ

が、特徴が見られるかどうかということになると、それは当時においてはさほど

珍しいものではない。

(2)工事(杭工事)の請負契約議案について

・9月議会に杭工事の工事請負契約議案を提出していたが、 9月末までの予定で実

施していた敷地全体の遺構の発掘調査の結果を待って、今後の方針が決定するま

で契約議案は継続審査となった。

(3)外周道路と仁田佐古間道路拡幅の進捗状況について

・旧佐古小の外周道路は、 4m道路に拡幅する予定で、西側の拡幅工事を施工中で
、

ある。

・旧佐古小と旧仁田小の間の道路拡幅は、関係地権者の意向確認を行っている。
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(4)その他

ア)土壌汚染調査について

・旧佐古小学校校舎側敷地の(分析究理所が建っていた場所)1箇所を、 6月から

7月にかけて調査を実施した。結果は、基準値を超える特定有害物質は検出され

ず、「土壌汚染が存在する恐れがない士地」に該当するとの調査結果が出た。

・旧体育館側敷地については、 9月から10月にかけて調査を実施している。

イ)旧佐古小学校クスノキの2世について

・幹の一部からクスノキの芽が出ている。今後は、新校舎等の完成後、新た愆場所

に植えることとし、クスノキの植樹場所が決定する荻で業者に苗木の管理等をお

願いしている。

ウ)旧佐古小学校のタイムカプセルについて

・旧校舎側敷地の文化財発掘調査の際、「昭和63年度卒業」と書かれたタイムカプ

セルが発見され、仁田佐古小学校に保管レている。

2 旧仁田小学校の跡地活用について(資産経営室、みどりの課、道路建設課からの説明)

・仁田中央公園を仁田佐古間道路拡幅事業の代替地とするため、公園を現在の仁田保育

所の場所に、保育所を現在の仁田佐古小学校の校舎の場所に移す計画である。また、

現在の仁田佐古小学校の運動場については、東側に道路整備(市道中小島5号線)や

道路事業の代替地として使用する計画である。

・仁田中央公園について、公園の規制がかかった荻までは代替地に使用でき恋いため、

公園という枠をはずす必要があるが、公園という枠をはずした後も、代替地として使

用する歌での間は市劇0月1日から、地域整備2課)で管理し、地域住民の方尽が使

えるよう対応する。

現在の仁田佐古小学校の運動場は、学校が旧佐古小学校の方に移り、運動場を学校で

使用し恋く恋った後は、現仁田保育所の場所に公園を整備するまでの過渡的な措置と

して、運動場を地域に使っていただく方向で検討したい。

・仁田保育所前の歩道整備は、現在の保育所の敷地を一部使っての歩道整備は難しいた

め、公園整備の際に歩道を整備でき恋いか検討したい。

また、交差点が変則で広く、危険であるため、学校の移転とあわせて交差点の改良が

できないか検討したい。

・「旧仁田小学校の跡地活用については、地元からの要望もふまえながら、計画して欲し

い。」といった意見が出された。
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養生所等進跡の完全保存を実現する市民の会

代表世話人

高橋.正行様

鮫島和夫様

相川忠臣様

、

J

長崎市立仁田佐古小学校校舎等建設計画に係る回覧文書にっ.いて

佐古小学校及ぴ仁田小学校の統廃合にっきましては、平成 22年から地元

住民の皆様と協議を重ね、両校を廃止し、平成 28年4月に新設統合いたし

ました。

新校舎の位置にっきましては、旧佐古小学校の校歌に「医学部あり・しゅ
かりの地」とうたわれていることX 地元協議の中で、「旧佐古小学校の跡地

は、医療活動の前身の活動を.行'つてきた場所でもあり、そこに学校を建てる

ことで、子どもたちの向学意欲を高めることができる」とのご意見をいただ

くとともに、子どもたちの教育環境を考慮し、 3つの敷地に分割されている

旧,仁田小学校よりも敷地がまとまっでいる旧佐古小学校跡地が円滑な学校

運営ができるとして、適地は旧佐古小跡地と決定しました。'
このような結論に至るまでには、地元の皆様方と6年間にも及ぶ長い時間

をかけて協議を重ねてき.たものであり、地域や保護者の皆様からは、校舎、の
老朽化が進んでおり、耐震化工事も施していないことから、子どもたちの安

全安心・な学校生活を送れるよう、一日も早い新校舎建設が求めら,れており・ま

す'

学校建設にあたっては、_体育館建設地において「養生所遺構」の一部を露

出展示し、その他の遺構は埋め戻し保存を行うこととしており、遺構展示の

あり力については長崎大学と十分協議を行い、学校教育や市民の学びの場、

また、観光客の観覧に供する場として、遺構'と学校が併存できるようにした

いと考えております。

このような中、平成 29年 U 月6 口付で提出いただきました「長崎市の不

実記載文書の回覧要請に抗議し撤回を求める」に対し、次のとおり回答させ

ていただきます。

長教施第

平成29年Ⅱ

63

月

長崎市長 田 上 富

朝
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{

1 住民の代表組織の協議を、住民代表に代わって住民に告知する資格は長

崎市にはない

校舎等建設計画地域懇話会(以下「懇話会」.と.いう。)にば、長崎市も

参加し、公開された場で行のており、懇話会ど協議のう,え、必要に.応じて

協議内容を地域の皆様にお知らせ・するととは当然のととと考えておりま

,-0

とれまでも懇話会と協議のうえ、平成 28年6月には、事業め進捗状況

及び事業スケジュ〕ルについて、平成 29年3月には事業スケジュール及

び小島養生所跡造構の敢扱いについての内容で、学校周辺の7.自治会の会

長及び仁田佐古小学校.の保護者宛に回覧文書を送付さ'せていただいてお

ります。

このようなととから、今回も同様に周知をしたところでず。

2 r早期の学校建設を推進してほしい」は、'懇話会の総意ではない

懇話会としては、さまざまな論議を経t、大多数の意見を「総意1とし

てまとめられたものです6 回覧文等には・、一部の委員から「歴史的な価値

を考えれぱ造構は残すべき。」'との意見があった点にっいて、、記載して
オすります。

なお、平成29年10月2日には、反対された団体の委員を除く懇話会委

員の連名で「仁田佐古小学校新校舎の早期建設着工に関する要望書」が提

出されております。

3 文化財審畿会は、分析究理所遺構等を「残すべき価値がある」と答申し

ている( 9河 28日)

、.、、

9月.28日の文化財審議会に給いて、「追加鯛査により出士した遺構・(敷

地南側の石垣、石段及び北側の石垣)にっいイは、保存すべき価値がある。

ただし、遺構を取り除いて建物を建てると七についてば・、市で判断して決

定すべき。」との審議結果が幽されました。

この文化財審議会の審議結果については、・いくつか確認が必要な内容が

含まれていたため_、翌日の地域懇話会で報告するまでには至'う'ておりませ

んでした。

な船、その対応区っいては、・10月10日め文化財審議会で報告してお
ります。
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4 杭工事の契約議案を継続審査とした理由として長崎大学との協議にふ
れていない

9月議会の教育厚生委員会では、「長崎市文化財審議会・が遺構調査を求

めている部分についtの調査結果を待ち、長崎大学からの要望に対しての

回答を整理するなどL 今後の力針が定まるまで、杭工事の工事請負契約議

案を継続審査とすべきである。」との意見により、継続審査となったもの
であります。

回覧文書は、懇話会の中で論点になった内容を中心に掲載したものです。

長崎大学との協議については、回覧文書に記載しておりませんが、懇話

会において、「今後のスケジュールが遅れることがないよう、長.崎大学と

の協議等を含めて進めていく」旨を説明させていた.だきました'。

5 外周道路計画において、,工事の前提である境界確定の手続が欠落してぃ
る

外周道路拡幅工事においては、学校敷地を活用した道路拡幅であり、道、

路及ぴ学校敷地どちらも市有地であるため、外周道,路拡幅工事終了後、道

路と学校敷地の新たな境界確定及ぴ分筆登記を行うとととして船ります。

6 旧仁田小学校の跡地活用の説明は、住民の意見を閉かず一方的である

平成29年8月29日.に仁田中央公園の都市計画の変更化係る住民説明会

の際忙「旧仁田小及び運動場の跡地活用などを説明tる揚を設けてほじ

い。」などの意見が出されたことから、 9.月29日閉催の懇話会において、

旧仁田小学校の跡地活用や仁田中央公園の都市哥画の変更にっいても改
めて説明させていただいたところです。

旧仁田小学校の跡地活用については、市の力針をご説明申し上げました

が.、今、後具体的に事業化する際には.、地域の皆様にご相談しなが,ら進めて
いぐととをお話しして翁ります。

50

.

ι

【連絡先】

長崎市教育委員会施殻課

担当:角、宮内

電話.829-11兜(直通)




